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ア
メ
リ
カ
海
兵

隊
が
八
月
、
沖
縄

県
の
米
軍
普
天
間

基
地
か
ら
、
有
害

な
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
）
を
含
む

汚
染
水
を
下
水
道
に
放
出
し

ま
し
た
。
汚
染
水
は
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ｓ
を
含
ん
だ
泡
消
火
剤
を
使

っ
た
訓
練
で
発
生
し
た
も
の

で
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
は
環
境
中
で

分
解
し
に
く
く
、
発
が
ん
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
汚
染
水
処
分
も
肩
代
わ

り
す
る
と
決
め
て
い
ま
す
▼

ま
た
米
軍
機
の
低
空
飛
行
訓

練
が
急
増
し
、
全
国
各
地
で

騒
音
被
害
や
墜
落
の
恐
怖
を

住
民
に
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。
米
軍
機
の
緊
急
着
陸
も

各
地
で
相
次
ぎ
、
緊
急
着
陸

や
落
下
事
故
が
六
～
九
月
、

少
な
く
と
も
七
件
発
生
し
、

沖
縄
県
津
堅
島
へ
の
ヘ
リ
不

時
着
は
、
民
家
ま
で
の
距
離

百
二
十
㍍
、
一
歩
間
違
え
ば

重
大
事
故
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
で
し
た
▼
米
軍
基
地
が
集

中
す
る
沖
縄
県
で
は
い
ぜ
ん

こ
の
よ
う
な
事
故
が
頻
発
す

る
状
況
と
な
り
、
そ
の
他
の

地
域
で
も
今
年
だ
け
で
「
山

形
空
港
に
横
田
基
地
の
米
軍

オ
ス
プ
レ
イ
２
機
緊
急
着

陸
」「
宮
崎
県
串
間
市
の
田

ん
ぼ
に
普
天
間
基
地
の
米
軍

ヘ
リ
不
時
着
」「
仙
台
空
港

に
横
田
基
地
の
米
空
軍
オ
ス

プ
レ
イ
が
緊
急
着
陸
」「
壱

岐
空
港
に
在
韓
米
軍
ヘ
リ
緊

急
着
陸
」
な
ど
の
事
案
が
発

生
し
て
い
ま
す
▼
国
民
の
安

全
安
心
の
た
め
に
日
米
地
位

協
定
の
抜
本
的
改
定
が
必
要

で
す
。
航
空
法
や
環
境
法
令

等
の
国
内
法
の
適
用
、事
件
・

事
故
時
の
立
ち
入
り
な
ど
を

明
記
す
る
べ
き
で
す
。（

Ｋ
）

仲
間
を
増
や
す
秋
の
拡
大
月
間

　

仲
間
を
増
や
す
秋
の
組
織
拡
大
月
間
（
９
月
１
日
～
11
月

５
日
）
も
い
よ
い
よ
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
。
現
在
、
羽
曳
野
支

部
が
目
標
達
成
し
て
い
ま
す
。
身
近
に
組
合
未
加
入
の
建
設

労
働
者
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
支
部
ま
で
紹
介
を
お
願

い
し
ま
す
。

わ
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
提
供

を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
使
っ
て
い

る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取
り
機

能
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
（
上
）

を
読
み
取
れ
ば
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
友
だ
ち
追
加
画
面
に
推

移
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
友

だ
ち
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。

イ
ン)

」
の
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
を
取
得
し
ま
し

た
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
機
能
を
通
じ
て

み
な
さ
ん
に
行
事
の
ご

案
内
な
ど
組
合
に
か
か

　

大
阪
建
設
労
働
組
合

で
は
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ(

ラ

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
友
だ
ち
登
録

    　
大
建
労
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
開
設

大建労ＬＩＮＥ

全
建
総
連
は
十
月
十
五
日
、
第

六
十
二
回
定
期
大
会
を
開
催
し
、
全

五
十
三
県
連･

組
合
か
ら
九
百
八
十
七

 

オ
ン
ラ
イ
ン
で
第
62
回
大
会

　

 

山
積
課
題
に
活
発
議
論

　

62
万
６
千
の
組
織
維
持

　

 

減
少
傾
向
に
歯
止
め
か
け
て   

い
か
」等
、多
数
の
意
見
・
要

望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
課
長
は
、「
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

と
の
連
携
・
活
用
は
国
交
省
・

建
退
共
と
相
談
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。電
子
申
請

に
つ
い
て
は
事
務
負
担
が
軽

減
さ
れ
る
よ
う
に
普
及
促
進

に
努
め
た
い
。複
数
掛
金
の

導
入
等
は
法
改
正
が
必
要
と

な
る
が
、建
設
職
人
の
た
め

の
退
職
金
制
度
と
し
て
、建

退
共
制
度
の
改
善
、普
及
・
促

進
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

の
連
携
・
活
用
の
早
期
実
現

を
」「
町
場
の
一
人
親
方
と

し
て
自
己
負
担
で
掛
金
の
積

立
を
し
て
い
る
が
、複
数
掛

金
の
設
定
等
も
必
要
で
は
な

え
な
け
れ
ば
、建
設
職
人
の

退
職
金
制
度
と
し
て
魅
力

が
な
く
、若
い
職
人
に
も
加

入
を
強
く
勧
め
ら
れ
な
い
」

「
民
間
工
事
で
の
掛
金
の
元

請
負
担

を
徹
底

し
て
ほ

し
い
」

「
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
と

　

参
加
者
か
ら
は
、「
私
が

加
入
し
た
当
時
は
三
十
七
年

で
一
千
万
円
を
超
え
る
退
職

金
額
が
示
さ
れ
て
い
た
。最

低
こ
れ
位
の
退
職
金
が
も
ら

労
政
審
中
退
金
部
会
等
で
財

政
検
証
を
行
い
、労
使
の
意

見
を
聴
き
な
が
ら
状
況
を
ふ

ま
え
て
改
善
に
向
け
て
検
討

し
て
い
き
た
い
」と
回
答
が
。

全
建
総
連
は
九
月
二
十

七
日
、厚
生
労
働
省
へ
建
退

共
制
度
の
改
善
、加
入
促
進

に
関
す
る
要
請
を
実
施
。厚

労
省
雇
用
環
境
・
均
等
局
か

ら
岡
勤
労
者
生
活
課
長
ら
四

人
、全
建
総
連
副
委
員
長
で

あ
る
谷
内
委
員
長
を
団
長
に

五
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

谷
内
委
員
長
よ
り「
十
月

か
ら
予
定
運
用
利
回
り
が
引

き
下
げ
ら
れ
る
が
、若
い
職

人
に
加
入
を
勧
め
ら
れ
る
退

職
金
制
度
に
改
善
を
お
願
い

し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、退
職
金
総
額
の
引
き
上

な
ど
、皆
さ
ん
に
は
心
配
を

お
掛
け
し
て
い
る
。将
来
的

な
安
定
運
営
の
た
め
今
回
は

予
定
運
用
利
回
り
が
引
き
下

げ
と
な
っ
た
が
、引
き
続
き

げ
に
向
け
た
制
度
の
改
善
、

運
用
の
見
直
し
な
ど
要
請
し

ま
し
た
。

　

岡
課
長
か
ら「
十
月
か
ら

の
予
定
運
用
利
回
り
見
直
し

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ス
ル

感
染
症
対
策
を
講
じ
る
た

め
、
昨
年
と
同
様
に
全
建
総

連
会
館
と
加
盟
組
合
会
館
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ん
だ
大
会

と
な
り
、
大
建
労
は
本
部
会

人
（
委
任
代
議
員
二
百
八
十
八
人
を
含

む
）、
大
建
労
か
ら
は
二
十
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

魅
力
あ
ふ
れ
る
建
設
産
業
へ

議
室
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
を
乗
り
越

え
、
組
織
拡
大
と
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

促
進
の
力
で
賃
金
・
単
価
引

き
上
げ
、
魅
力
あ
る
建
設
産

業
を
実
現
し
よ
う
」
を
メ
イ

ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
討

議
を
ス
タ
ー
ト
。

全建総連

質
疑
応
答
は
、
代
議
員

か
ら
の
事
前
の
文
書
提
出
分

を
含
め
て
四
十
四
件
の
意

見
、
要
望
、
質
問
が
あ
り
、

う
ち
大
建
労
か
ら
建
退
共
、

イ
ン
ボ
イ
ス
、
組
織
、
働
き

方
改
革
関
連
な
ど
五
件
の
事

前
質
問
を
寄
せ
、
文
書
等
で

回
答
し
ま
し
た
。

大
会
は
第
六
十
一
期
経

過
報
告
・
決
算
報
告
・
監
査

報
告
、
第
六
十
二
期
運
動
方

針
・
予
算
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
、
大
会
宣
言
の
す
べ
て
を

採
択
。
役
員
改
選
で
は
中
西

孝
司
中
央
執
行
委
員
長
、
勝

野
圭
司
書
記
長
ら
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

今
期
で
副
執
行
委
員
を

勇
退
し
た
大
建
労
・
谷
内
執

行
委
員
長
と
鈴
木
税
対
副
部

長
ら
が
大
会
表
彰
を
受
け
、

ガ
ン
バ
ロ
ウ
三
唱
で
閉
会
し

ま
し
た
。

全
建
総
連
の
九
月
末
組

織
人
員
聞
き
取
り
調
査
の
結

果
、六
十
二
万
六
千
八
百
七

十
四
人
と
な
り
、昨
年
九
月

末
か
ら
の
一
年
間
で
は
三
百

七
人（
〇
・
〇
五
％
）の
減
、半　

老
後
の
支
え
建
退
共
拡
充
を

　
　

  
谷
内
委
員
長
ら
が
厚
労
省
に
要
請   

年
間
で
は
二
千
百
六
十
二 

人（
〇
・
三
四
％
）減
と
な
り

ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
に
お
い
て

も
全
五
十
三
県
連
・
組
合
中

二
十
五
県
連
・
組
合
が
増
勢

を
か
ち
取
り
、年
間
一
％
以

上
の
増
勢
と
な
っ
た
の
は
十

七
組
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
〇
二
一
年
に
入
っ
て

か
ら
の
三
月
末
、六
月
末
、九

月
末
の
三
調
査
連
続
で
減
少
、

加
入
一
万
二
千
六
百
五
十
六

人（
昨
年
同
期
一
万 

三
千
四

百
六
十
六
人
）、脱
退
一
万
四

千
五
百
十
五
人（
一
万
二
千

九
百
八
十
三
人
）と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
組
織
数
の

減
少
基
調
に
入
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
、若
年
層
の
加
入
・

定
着
等
が
ま
す
ま
す
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
建
総
連
組
織
部
と
し

て
は
、第
六
十
二
回
定
期
大

会
で「
全
建
総
連
結
成
六
十

五 

周
年
で
六
十
五
万
人
組

織
を
目
指
す
組
織
建
設
中
期

計
画
」の
策
定
を
予
定
し
て

お
り
、一
％
以
上
の
実
増
と

全
県
連
・
組
合
の
増
勢
を
も

と
に
組
織
の
前
進
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。加
え
て
、秋
の
全

国
組
織
拡
大
統
一
行
動
は
十

一
月
末
ま
で
続
き
、次
回
十

二
月
末
調
査
は
組
織
基
本
調

査
と
な
り
、秋
の
拡
大
月
間

の
成
果
が
表
れ
る
調
査
と
な

り
ま
す
。

月
間
の
成
功
と
合
わ
せ

て
、中
期
計
画
の
快
調
な
ス

タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
に
向
け
て

引
き
続
き
い
っ
そ
う
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

例
年
十
一
月
第
一
日
曜
日

に
開
催
し
て
い
る
大
建
労
の

体
育
祭
は
、開
催
方
法
も
模

索
し
な
が
ら
検
討
を
し
て
い

ま
し
た
が
、開
催
日
程
調
整

が
つ
か
ず
、今
年
度
は
中
止

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

携
帯
用
丸
の
こ
盤
作
業
従

事
者
安
全
教
育
は
十
一
月

二
十
八
日
（
日
）
午
前
九
時

三
十
分
か
ら
開
催
し
ま
す
。

申
し
込
み
十
一
月
十
九
日
ま

で
。

体
育
祭
中
止
に

ご
理
解
を

全建総連

オンラインで意思統一のガンバロウ

要請書を手渡す谷内委員長（右）
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が
集
う「
青
年
部
」で
は
ス

キ
ー
・
ス
ノ
ボ
ツ
ア
ー
に
野

球
大
会
や
子
ど
も
た
ち
と
参

加
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
開
催
。

　

女
性
組
合
員
や
配
偶
者
で

組
織
す
る「
主
婦
の
会
」で
も

ハ
イ
キ
ン
グ
、手
作
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
楽
し
い
催

し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
70
歳
以
上
の
シ
ル

バ
ー
世
代
を
対
象
に
し
た

「
悠
生
会
」も
楽
し
い
交
流
会

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

習
会
開
催
、技
能
検
定
な
ど

講
習
会
案
内
な
ど
資
格
取
得

を
お
手
伝
い
。

・
資
格
取
得
の
報
奨
金
も
。

・
耐
震
診
断
員
の
登
録
と
耐

震
診
断
の
紹
介
、仕
事
に
関

わ
る
制
度
の
周
知
・
学
習
会

の
開
催
な
ど
。

・「
建
設
業
の
許
可
」登
録
手

続
き
も
援
助
し
ま
す
。

・
求
人
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
族
で
参
加
で
き
る
体

育
祭
や
魚
釣
り
大
会
、若
者

　

共
済
制
度
は
組
合
員
同
士

の
助
け
合
い
に
よ
っ
て
成
り

立
つ
給
付
制
度
。掛
金
は
月

４
百
円
で
組
合
費
に
含
む
。

■
給
付
内
容

・
結
婚
祝（
本
人
）、出
産
祝

（
本
人
・
配
偶
者
）、成
人
祝

（
本
人
）
…
１
万
５
千
円

・
就
学
祝（
子
ど
も
の
小
学
校

入
学
時
）
…
１
万
５
千
円

・
傷
病
見
舞
給
付

・
火
災
見
舞
…
３
万
円

・
風
水
害
見
舞
…
５
千
円
ま

た
は
３
万
円

・
組
合
行
事
で
の
組
合
事
故

見
舞
い
給
付

・
死
亡
給
付（
本
人
）
…
３
万

～
30
万
円

・
配
偶
者
、家
族
死
亡
給
付

・
老
齢
脱
退
、脱
退
給
付
な
ど

※
給
付
に
は
、事
由
発
生
１

年
以
内
の
申
請
が
必
要（
脱

退
・
老
齢
脱
退
給
付
除
く
）で

あ
り
、組
合
費
の
完
納
な
ど

条
件
が
あ
り
ま
す
。組
合
費

滞
納
に
ご
注
意
を
。

■
お
得
な
制
度

・
ニ
ッ
ポ
ン
レ
ン
タ
カ
ー
と

提
携
、「
ワ
ン
デ
イ
ク
ー
ポ

ン
」が
利
用
で
き
ま
す
。

・
提
携
店（
大
建
労
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）で
組
合
員

証
を
提
示
す
れ
ば
サ
ー
ビ
ス

や
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ

Ｐ（
全
労
済
）の
共
済
制
度　

火
災
共
済
、交
通
共
済
、マ
イ

カ
ー
共
済
な
ど
。

■
ろ
う
き
ん
提
携
ロ
ー
ン

　

住
宅
ロ
ー
ン
や
カ
ー
ラ
イ

フ
ロ
ー
ン
、教
育
ロ
ー
ン
や

不
意
の
出
費
に
対
応
す
る

「
マ
イ
プ
ラ
ン
」ほ
か
、施
主

向
け
の
住
宅
ロ
ー
ン
も
。

■
賠
償
責
任
総
合
補
償
制
度

　

工
事
の
遂
行
中
、ま
た
は

工
事
を
し
た
個
所
が
原
因
と

な
っ
て
他
人
に
ケ
ガ
を
さ
せ

た
り
、他
人
の
物
を
壊
し
て

し
ま
っ
た
場
合
、法
律
上
の

賠
償
責
任
を
負
っ
て
支
払
う

べ
き
賠
償
金
や
裁
判
に
な
っ

た
と
き
の
弁
護
士
報
酬
な
ど

の
支
払
い
に
備
え
る
保
険
。

■
資
格
取
得・建
設
業
許
可

・
作
業
主
任
者
講
習
会
、二
級

建
築
士
受
験
講
座
な
ど
の
講

向
け
て
親
身
に
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
す
。ま
た
毎
月
第
三
木

曜
日
、弁
護
士
に
よ
る
法
律

相
談
会
を
開
催（
要
予
約
、中

止
の
場
合
も
あ
り
）。

■
休
業
損
害
証
明　

交
通
事

故
の
被
害
に
あ
っ
た
場
合
、

休
業
損
害
請
求
の
基
と
な
る

証
明
を
組
合
が
し
ま
す
。

■
建
設
工
事
総
合
補
償
制
度

　

現
場
や
材
料
置
き
場
の
火

災
や
自
然
災
害
、盗
難
な
ど

の
被
害
を
補
償
す
る
保
険
。

し
、調
査
に
も
対
処
し
ま
す
。

■
建
設
業
退
職
金
共
済

■
仕
事
や
暮
ら
し
の
悩
み
を

解
決
す
る
た
め
に　

賃
金
や

代
金
の
不
払
い
に
あ
っ
た
と

き
も
、建
設
業
法
第
41
条「
元

請
の
立
替
払
い
」や
賃
金
確

保
法
の
活
用
な
ど
、解
決
に

■
大
建
国
保

■
労
災
保
険　

現
場
で
ケ
ガ

を
し
た
時
に
備
え
て
就
労
形

態
に
合
わ
せ
た
加
入
を
。

■
税
金
対
策　

申
告
相
談
会

や
記
帳
講
習
会
、一
括
申
告

で
税
金
対
策
も
バ
ッ
チ
リ
。

　

税
務
署
か
ら
の
呼
び
出

 

月
４
百
円
の
助
け
合
い

   

組
合
共
済
で
各
種
給
付
金
が

組合費滞納
にご注意を

全
労
済
・
労
金
や

お
店
と
も
提
携

青
年
・
シ
ル
バ
ー

女
性
交
流
の
場
も

 
税
金
対
策
や
不
払
い
相
談

   
仕
事
暮
ら
し
フ
ォ
ロ
ー
組合事業

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

持続化給付金の申請サポート会も開催しました

•••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

未
加
入
者
に

伝
え
て
下
さ
い

　

大
阪
建
設
労
働
組
合

（
だ
い
け
ん
ろ
う
）
は

建
設
現
場
で
働
く
み
な

さ
ん
の
た
め
の
組
合
で

す
。

　

全
国
で
62
万
人
以

上
、
大
阪
で
１
万
２
千

人
の
仲
間
が
加
入
し
て

い
る
、
建
設
労
働
者
の

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守

る
、
一
人
で
も
入
れ
る

労
働
組
合
で
す
。

　

組
合
員
を
増
や
し
、

地
域
や
自
治
体
へ
の
影

響
力
を
強
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
仕
事
や
く
ら

し
を
よ
く
す
る
制
度
、

政
策
な
ど
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

９
月
・
10
月
は
仲
間

を
増
や
す
組
織
拡
大
月

間
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

あ
な
た
の
身
近
な
建

設
現
場
で
働
く
組
合
未

加
入
の
方
々
に
、
ぜ
ひ

「
だ
い
け
ん
ろ
う
」
の

存
在
を
伝
え
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

全
建
総
連
は
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
技

能
者
登
録
推
進
、
見
え
る
化

評
価
推
進
支
援
と
し
て
申
請

料
の
補
助
を
行
な
い
ま
す
。

ぜ
ひ
申
請
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
技
能
者
登
録
推
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

 

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

      

費
用
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク

て
も
、
現
行
の
三
百
十
円
か

ら
、
三
百
二
十
円
へ
十
円
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

運
用
利
回
り
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
建
退
共
に
加
入

し
て
い
る
方
が
こ
れ
ま
で
積

み
立
て
て
き
た
掛
金
へ
の
運

用
利
回
り
は
、
過
去
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
引
き
下
げ
は
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

二
〇
二
一
年
十
月
一
日
か

ら
建
設
業
退
職
金
共
済
制

度
（
建
退
共
）
の
運
用
利

回
り
が
現
行
の
三
％
か
ら

一
・
三
％
に
変
更
と
な
り
、

掛
金
日
額
（
証
紙
）
に
つ
い

建
退
共
の
利
回
り

掛
金
日
額
改
定
に

大
二
千
人
の
感
染
者
が
発
表

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
な
ぜ

か
な
ぜ
か
の
減
少
に
、
き
つ

ね
に
つ
ま
ま
れ
た
よ
う
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
行
き
渡
っ
て

の
減
少
な
の
か
と
思
っ
て
い

る
の
で
す
が
。

　

気
が
か
り
な
の
が
衆
院
解

散
、
総
選
挙
の
風
が
吹
き
始

め
た
時
に
急
な
ペ
ー
ス
ダ
ウ

ン
し
出
し
た
こ
と
。
選
挙
後

に
第
六
波
と
な
ら
な
い
こ
と

を
祈
り
ま
す
。

と
の
接
触
が
遮
断
さ
れ
、
今

ま
で
の
普
通
が
普
通
で
は
な

く
な
り
ま
し
た
。
緊
急
事
態

宣
言
が
三
度
発
令
さ
れ
、
会

社
は
リ
モ
ー
ト
で
の
勤
務
、

会
議
も
同
様
、
飲
食
関
係
は

大
打
撃
を
受
け
る
事
態
と
な

り
ま
し
た
。

　

一
時
は
大
阪
で
も
一
日
最

　
【
東
住
吉
平
野
・
川
口
育

男
・
電
工
】
中
国
武
漢
か
ら

発
生
し
た
と
い
わ
れ
る
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
で
す
が
、
ほ
ぼ

二
年
間
全
世
界
を
飛
び
回

り
、
恐
怖
や
不
安
を
与
え
て

き
ま
し
た
。

　

日
本
、
い
や
世
界
の
経
済

は
大
打
撃
を
受
け
、
人
と
人

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

 

沈
静
化
何
や
ら
不
気
味

      

第
６
波
に
な
ら
な
い
よ
う
に

対
象
期
間　

十
月
～
十
二
月

対
象
者　

四
月
の
料
金
改
定

が
あ
っ
て
か
ら
詳
細
型
で
技

能
者
登
録
を
し
た
組
合
員
の

方
。
払
込
証
明
書
が
必
要
で

す
。

支
援
金
額　

一
人
当
た
り

四
千
九
百
円
（
申
請
時
六
十

歳
以
上
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
申
請
の
場
合
四
千
四
百

円
）
。
先
着
二
百
人

・
見
え
る
化
評
価
推
進
支
援

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

対
象
期
間　

八
月
～
三
月

対
象
者　

見
え
る
化
評
価
を

受
け
た
組
合
員

対
象
職
種　

国
土
交
通
大
臣

の
認
定
を
受
け
た
見
え
る
化

評
価
基
準
の
全
職
種
。
す
で

に
大
臣
認
定
を
受
け
て
い
る

六
職
種
に
加
え
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
期
間
中
に
新
た
に
認

定
さ
れ
申
請
受
付
が
開
始
さ

れ
た
職
種
も
対
象

支
援
金
額　

上
限
一
万
一
千

円

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　

十
月
十
七
日（
日
）、寝
屋

川
支
部
が
宣
伝
カ
ー
と
電
話

に
よ
る
拡
大
行
動
を
行
な
い

ま
し
た
。

寝
屋
川
支
部
で
は
独
自

で
宣
伝
用
の
テ
ー
プ
を
作
成

し
て
お
り
、役
員
と
事
務
担

の
皆
さ
ん
が
吉
本
新
喜
劇
の

よ
う
に
掛
け
合
い
を
行
な
い
、

組
合
の
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。

温
か
み
が
あ
り
、少
し
笑
え

る
よ
う
な
掛
け
合
い
は
、道

行
く
多
く
の
人
の
注
目
を
集

め
て
い
ま
し
た
。

　

電
話
で
の
拡
大
呼
び
か
け

で
は
、事
務
担
当
者
の
皆
さ

ん
で
加
入
歴
の
浅
い
組
合
員

さ
ん
に
各
種
制
度
の
説
明
や

加
入
対
象
者
の
紹
介
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　

組
合
員
さ
ん
の
現
状
を
聞

き
な
が
ら
、共
済
給
付
や
建

退
共
制
度
な
ど
、拡
大
と
合

わ
せ
て
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

乗
り
、頼
り
に
な
る
支
部
窓

口
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

拡
大
行
動
の
総
括
で
は
、

作
成
し
た
宣
伝
テ
ー
プ
内
容

に
つ
い
て
の
提
案
や
修
正
案
、

次
回
の
行
動
に
向
け
た
意
見

な
ど
、活
発
に
議
論
。

コ
ロ
ナ
禍
で
組
合
員
訪

問
な
ど
が
難
し
い
中
で
も
、

寝
屋
川
支
部
で
は
役
員
・
事

務
担
当
者
が
一
体
と
な
り
拡

大
行
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
【
寝
屋
川
・
高
村
千
雅
・

事
務
担
】拡
大
行
動
の
当
日
、

今
回
使
用
す
る
宣
伝
テ
ー
プ

を
役
員
と
作
成
し
ま
し
た
。

台
本
が
コ
テ
コ
テ
の
関

西
弁
で
驚
き
、
使
い
慣
れ
て

い
る
は
ず
の
関
西
弁
も
録
音

す
る
と
な
る
と
緊
張
し
て
、

何
度
も
録
り
直
し
に
な
り
ま

し
た
が
、
苦
労
の
甲
斐
も
あ

っ
て
、
宣
伝
カ
ー
で
回
っ
た

時
の
町
の
人
々
の
反
応
は
な

か
な
か
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

電
話
訪
問
も
行
な
い
ま
し

た
が
、
役
員
や
本
部
応
援
か

ら
電
話
対
応
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
い
た
の
で
、
今
後

の
窓
口
対
応
に
も
生
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

初
め
て
支
部
の
拡
大
行
動

に
参
加
し
ま
し
た
が
、
と
て

も
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し

た
。

 

宣
伝
カ
ー
と
電
話
作
戦

    

大
阪
弁
テ
ー
プ
で
ア
ピ
ー
ル
寝屋川

何
度
も
録
り
直
す

苦
労
も
あ
っ
た
が

オリジナルの宣伝テープ作成しアピール


